
「上越市みんなで防犯安全安心まちづくり推進計画」
令和5年度実績、令和6年度実績見込み、令和7年度実施計画（案）

1　意識づくり
1-1　防犯意識の広報啓発

前期の取組
（令和5年度～8年度）

指標単位
現状値
（R3年度）

前期目標
（R8年度）

最終目標
（R12年度）

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取
組」における具体的な取組内容

「成果指標」
及び「前期
の取組」の
達成状況

取組の評価
※目標達成の理由、未達成の要因

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取
組」における具体的な取組内容

「成果指標」
及び「前期
の取組」の
達成状況

取組の評価
※目標達成の理由、未達成の要因

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取組」
における具体的な取組内容

1-1-1
上越市防犯の日、
上越市防犯週間

【事業主体】
◎市（市民安全
課）、上越市防犯
協会

・安全安心まちづくりへの関心や理
解を深める契機とするため、上越
市防犯の日（7月12日）、上越市防
犯週間（7月12日の直前の土曜日
から直後の日曜日までの期間）を
設定する。

・全市的に防犯パトロール、見守り
活動、通学路の安全点検、こども
110番の家の設置箇所確認・空き
家の施錠確認などの啓発活動を
通し、市民等の自主的な取組の気
運を高める。

・地域全体での取組となるよう町内
会全体で取り組める活動の紹介や
手順といった具体的な取組方法に
ついて周知する。

・空き家の防犯対策として、見守り
活動や施錠の呼び掛け、関係機関
への通報を地域で実践できるよう、
各町内会に啓発を図る。

活動参加
者数

21,648人 28,000人 35,000人 23,000人

・防犯の取組を地域全体に広げる
ため、広報上越（7月号）のほか、
安全メールやＦＭ上越などで防犯
週間期間中の活動を呼び掛ける。

・町内会や小・中学校、企業などに
対する防犯活動への協力依頼の
際は、地域全体で気軽に取り組め
る活動や具体的な取組を紹介し、
参加者・団体数を増やすよう工夫
する。

未達成

・町内会や小・中学校などに対し、防犯
に関する活動への協力依頼と合わせ
て、気軽に取り組める活動や具体的な
取組を紹介した。

・上越タイムスへの掲載、コミュニティ
FM放送への出演、各区における防災
行政無線で、防犯に関する啓発と防犯
の日・防犯週間にあわせた、防犯に関
する取組の呼びかけを実施したが、参
加人数は昨年度と同程度となった。
※R5年度実績：22,201人(前年比＋10
人)

・未達成の要因としては、地域からの報
告数が減少したほか、町内会長から地
域への周知期間を考慮し、昨年度より
も報告依頼を一カ月早くしたことから、
報告の失念が考えられる。

24,700人

・防犯の取組を地域全体に広げる
ため、広報上越（7月号）のほか、
安全メールやＦＭ上越などで防犯
週間期間中の活動を呼び掛ける。

・町内会や小・中学校、企業などに
対する防犯活動への協力依頼の
際は、地域全体で気軽に取り組め
る活動や具体的な取組を紹介し、
参加者・団体数を増やすよう工夫
する。

目標達成

・上越タイムス、広報上越7月号にて特
殊詐欺対策や上越市防犯の日・防犯週
間に合わせた防犯に関する取組実施
の呼び掛けを掲載した。
・市内の防犯協会の会員が集まる場に
おいても、期間中における防犯活動へ
の取組実施を呼びかけた。

・町内会や小・中学校、企業などに対す
る防犯活動の協力依頼の際は、地域に
おける活動の具体例を紹介した。

・コミュニティFM放送への出演（7月）、
各区における防災行政無線での防犯
に関する周知・呼びかけを実施した。

26,250人

・防犯の取組を地域全体に広げるた
め、広報上越のほか、各区の広報誌、
安全メールやＦＭ上越などで防犯週間
期間中の活動を呼び掛ける。

・町内会や小・中学校、企業などに対す
る防犯活動への協力依頼の際は、地
域全体で気軽に取り組める活動や、実
際の地域の取組事例などを紹介し、参
加者・団体数を増やすよう工夫する。

1-1-2
防犯啓発活動

【事業主体】
◎市（市民安全
課）、上越市防犯
協会
　

・「住宅対象侵入盗」、「車上ねら
い」、「特殊詐欺」などの身近な犯
罪被害を未然に防止するための知
識等を周知するため、年金支給日
などに合わせて警察や消費者団
体と共に商業施設等において特殊
詐欺等に関するチラシを配布す
る。

・犯罪発生の現状を把握しながら
啓発内容に応じた配布場所の選
定、時間帯を検討し、引き続き実
効性のある啓発活動に取り組む。

チラシ配
布数（人）

1,000人 6,000人 6,000人 6,000人

・「住宅対象侵入盗」、「車上ねら
い」、｢特殊詐欺｣などの身近な犯
罪被害を未然に防止するための知
識等を周知するため、年金支給日
などに合わせて警察や消費者団
体とともに商業施設にて特殊詐欺
等に関するチラシを配布する。

目標達成

・市では、警察・消費者協会と共に、商
業施設で、年金支給日に合わせた啓発
活動を実施したほか、市役所前で、防
犯週間に合わせ特殊詐欺被害防止の
啓発活動を実施した。
・警察と共に駅前で、自転車の盗難防
止のため鍵かけの励行を呼びかけを実
施した。（5・6月）

・上越市防犯協会では、新潟日報、
JCVなど広報媒体の利用や、イベント
や地域の集まりなどの機会を捉えた特
殊被害防止の啓発活動を実施した。

・令和5年度は市内で増加傾向にある、
特殊詐欺対策の啓発を中心に行った。
※R5年度実績：約6,000人

6,000人

・「住宅対象侵入盗」、「車上ねら
い」、｢特殊詐欺｣などの身近な犯
罪被害を未然に防止するための知
識等を周知するため、年金支給日
などに合わせて警察や消費者団
体とともに商業施設にて特殊詐欺
等に関するチラシを配布する。

目標達成

・令和4・5年と市内で被害が多かった特
殊詐欺被害防止の啓発を中心に実施
した。

・市では、防犯協会や消費者協会と共
に、商業施設で、年金支給日に合わせ
た啓発活動を実施したほか、朝市や地
域の集会などあらゆる機会を捉えて特
殊詐欺被害防止の啓発を実施した。

・上越市防犯協会では、市、警察、地域
等が主催するイベント等、あらゆる機会
を捉えた啓発活動を実施した。

6,000人

・「住宅対象侵入盗」、「車上ねらい」、｢
特殊詐欺｣などの身近な犯罪被害を未
然に防止するため、年金支給日などに
合わせて警察や消費者団体とともに、
被害防止の為の対策などの啓発チラシ
を配布する。

1-1-3
安全安心まちづく
り推進パトロール

【事業主体】
◎市（市民安全
課）

・青色回転灯を装着した市公用車
により、市内巡回を実施する。

・不審者情報が増加していることか
ら子どもたちの下校時に合せたパ
トロールを強化する。
・地域によるパトロールの偏りを解
消し距離数を伸ばすため、公務外
出時に合せた小まめなパトロール
を行うよう各総合事務所に徹底を
図る。
・継続的な取組とすべく、警察官に
よる青色回転灯装備車講習を定期
的に実施し、「パトロール実施証」
保持者を増やす。

パトロール
距離数

58,267㎞ 62,000km 66,000km 59,000km

・子どもたちを犯罪から守るため、
引き続き職員や安全教育指導員
によるパトロールを実施する。特
に、防犯週間や全国安全運動期
間中の活動を強化する。

・パトロール実施者、区域の維持・
拡大を図るため、警察官による青
色回転灯装備車講習を実施する。

未達成

・職員や安全教育指導員によるパト
ロールのほか、登下校の時間帯のパト
ロールを随時実施した。※R5年度実
績：51,084ｋｍ

・警察による青色防犯パトロール講習
会を5月に実施し、青パトによるパト
ロールができる状態を維持している。

・未達成の主な要因としては、走行車両
※の１台減によるものと、業務の都合
により走行回数が減少したことなどがあ
る。
※大潟区の青色防犯パトロール車が故
障によりR5.9以降走行不可となった。

60,000㎞

・子どもたちを犯罪から守るため、
引き続き職員や安全教育指導員
によるパトロールを実施する。特
に、防犯週間や全国安全運動期
間中の活動を強化する。

・パトロール実施者、区域の維持・
拡大を図るため、警察官による青
色回転灯装備車講習を実施する。

目標達成

・職員や安全教育指導員によるパト
ロールのほか、登下校の時間帯のパト
ロールを実施。（随時）

・警察による青色防犯パトロール講習
会を実施。（5月）

※大潟区の青色防犯パトロール車は
R7.3月に納品予定のため、今年度中は
1台減の状況で実施する見込み。交通
安全運動、防犯教室などに合わせて積
極的にパトロールを行うなどし目標達
成を図る。

61,000km

・子どもたちを犯罪から守るため、引き
続き職員や安全教育指導員によるパト
ロールを実施する。特に、防犯週間や
全国安全運動期間中の活動を強化す
る。

・パトロール実施者、区域の維持・拡大
を図るため、警察官による青色回転灯
装備車講習を実施する。

1-1-4
各地区防犯組合
等の研修会等の
支援

【事業主体】
◎上越市防犯協
会、市（市民安全
課）、警察

・地域の自主防犯活動の中心的役
割を担う各地区防犯組合等が実施
する研修会等において、防犯に関
する具体的な取組や情報を提供す
る。

・地域の自主防犯活動の中心的役
割を担う各地区防犯組合等が実施
する研修会等において、防犯に関
する具体的な取組や情報を提供す
る。

団体等に
対し、適切
な支援が
できている
状態

団体等に
対し、適切
な支援が
できている
状態

団体等に
対し、適切
な支援が
できている
状態

団体等に
対し、適切
な支援が
できている
状態

団体等に
対し、適切
な支援が
できている
状態

・地域の自主防犯活動の中心的役
割を担う各地区防犯組合等が実施
する研修会等において、防犯に関
する具体的な取組や情報を提供す
る。

目標達成
・各地区防犯組合等からの要請に応じ
防犯に関する取組や情報を提供した。

団体等に
対し、適切
な支援が
できている
状態

・地域の自主防犯活動の中心的役
割を担う各地区防犯組合等が実施
する研修会等において、防犯に関
する具体的な取組や情報を提供す
る。

目標達成

・各地区防犯組合等からの要請に応じ
防犯に関する取組や情報を提供したほ
か、希望するところには啓発用のぼり
旗の提供を行った。

団体等に
対し、適切
な支援が
できている
状態

・地域の自主防犯活動の中心的役割を
担う各地区防犯組合等が実施する研
修会等において、防犯に関する具体的
な取組や情報を提供する。

1-1-5
社会を明るくする
運動

【事業主体】
◎上越地区保護
司会・上越市青少
年健全育成セン
ター

・犯罪や非行の防止、罪を犯した
人の更生について理解を深め、犯
罪や非行のない明るい地域社会
づくりを実現するため、街頭宣伝活
動等の市民への啓発活動を実施
する。

・犯罪や非行の防止、罪を犯した
人の更生について理解を深め、犯
罪や非行のない明るい地域社会
づくりを実施するため、市民の意識
を高める啓発活動を実施する。

街頭宣伝
活動回数

４回 ４回 ４回 ４回

・犯罪や非行の防止、罪を犯した
人の更生について理解を深め、犯
罪や非行のない明るい地域社会
づくりを実施するため、市民の意識
を高める啓発活動を実施する。
　
・街頭宣伝活動
＜高田地区＞
７月２日（日）朝市等
＜直江津地区＞
７月３日（月）朝市等
このほか柿崎、浦川原地区２か所
で実施

目標達成

・新型コロナウイルス感染防止に配慮し
た内容で、計画どおりに街頭宣伝活動
を実施した。4回、合計9か所で市民に
呼びかけを行った。

４回

・犯罪や非行の防止、罪を犯した
人の更生について理解を深め、犯
罪や非行のない明るい地域社会
づくりを実施するため、市民の意識
を高める啓発活動を実施する。
　
・街頭宣伝活動
＜高田地区＞
７月７日（日）朝市等
＜直江津地区＞
７月６日（土）直江津駅等
このほか柿崎、頸城、浦川原地区
２か所で実施

目標達成

街頭宣伝活動を人出が多く見込まれる
週休日等に実施した。高田地区4か所、
直江津地区4か所の他、柿崎・頸城・浦
川原2か所の合計5地区の12か所で市
民に呼びかけを行った。

５回

・犯罪や非行の防止、罪を犯した人の
更生について理解を深め、犯罪や非行
のない明るい地域社会づくりを実施す
るため、市民の意識を高める啓発活動
を実施する。
　
・街頭宣伝活動
＜高田地区＞
7月2日（水）朝市等4か所
＜直江津地区＞
7月5日（土）うみがたり等4か所
このほか柿崎、頸城、浦川原地区2か
所で実施

令和7年度

実施計画（案）
　　個別事業名 　　　　　　　　　事業内容

成果指標

令和6年度

実施計画 実績見込　　　　　　　　　　　　　　実施計画 実績

令和5年度
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「上越市みんなで防犯安全安心まちづくり推進計画」
令和5年度実績、令和6年度実績見込み、令和7年度実施計画（案）

1　意識づくり
1-2　防犯教室、講習会の開催

前期の取組
（令和5年度～8年度）

指標単位
現状値
（R3年度）

前期目標
（R8年度）

最終目標
（R12年度）

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取
組」における具体的な取組内容

「成果指標」
及び「前期
の取組」の
達成状況

取組の評価
※目標達成の理由、未達成の要因

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取
組」における具体的な取組内容

「成果指標」
及び「前期
の取組」の
達成状況

取組の評価
※目標達成の理由、未達成の要因

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取組」に
おける具体的な取組内容

座談会等
実施回数

8回 18回 26回 12回
・上越警察署と連携し、特殊詐欺
被害防止や鍵かけなどの啓発に
努める。

目標達成
・町内会等が実施する敬老会等に
おいて、警察と協力し、防犯に関す
る講話・寸劇を実施した。

14回
・上越警察署と連携し、特殊詐欺
被害防止や鍵かけなどの啓発に
努める。

目標達成
町内会等が実施する敬老会等に
おいて、警察と協力し、防犯に関す
る講話・寸劇を実施した。

16回
・上越警察署と連携し、特殊詐欺被害防
止や鍵かけなどの啓発に努める。

高齢者世
帯訪問数

5,963世帯 2,500世帯 2,500世帯 2,500世帯

・最近の犯罪発生状況や手口等を
知っていただくため、啓発チラシを
随時修正し、配布する。

・地域安全支援員及び安全教育指
導員等が一人暮らし高齢者や高齢
者のみの世帯を訪問する。

・8年間で概ね市内の高齢者世帯
を一巡できるように計画的に進め
る。

目標達成

・最近の犯罪発生状況や手口等を
知っていただくため、啓発チラシを
最新の情報に更新し、配布した。

・地域安全支援員及び安全教育指
導員等が一人暮らし高齢者や高齢
者のみの世帯を訪問した。

・8年間で概ね市内の高齢者世帯
を一巡できるように計画的に進め
た。

※R5年度実績：2,876世帯

2,500世帯

・最近の犯罪発生状況や手口等を
知っていただくため、啓発チラシを
随時修正し、配布する。

・地域安全支援員及び安全教育指
導員等が一人暮らし高齢者や高齢
者のみの世帯を訪問する。

・8年間で概ね市内の高齢者世帯
を一巡できるように計画的に進め
る。

目標達成

・啓発チラシを最新の情報・内容に
更新・修正し配布した。また特殊詐
欺被害防止の啓発用品も併せて
配布した。

・地域安全支援員及び安全教育指
導員等が一人暮らし高齢者や高齢
者のみの世帯を訪問した。

2,500世帯

・最近の犯罪発生状況や手口等を知って
いただくため、啓発チラシを随時修正し、
配布する。

・地域安全支援員及び安全教育指導員等
が一人暮らし高齢者や高齢者のみの世帯
を訪問する。

・8年間で概ね市内の高齢者世帯を一巡
できるように計画的に進める。

1-2-2
安全教室
（防犯教室）

【事業主体】
◎市（市民安全
課）、学校、幼稚
園、保育園、町内
会等

・犯罪被害の防止を目的として、幼
稚園・保育園、小学校、高齢者団
体などにおいて安全教室（防犯教
室）を開催する。

・園児対象の子ども安全教室（防
犯教室）は、紙芝居や寸劇などを
用いて開催する。

・高齢者や市民対象の安全教室
(防犯教室)は、悪質訪問販売や特
殊詐欺の被害防止講座など地域
特性や状況に合わせた内容で実
施する。

・専門的な知識や技能を有する機
関・団体との情報交換・意見交換
などにより連携を図り、効果的な教
育を目指す。

・参加・体験型の内容を盛り込むな
ど、各世代の理解度に応じた内容
となるよう工夫する。

・警察との連携を強化し、具体的な
事例を用いた教育の徹底を図る。

・独自で指導・教育を実施している
保育園などの取組実態を把握する
ため、年１回、教育内容の聞き取り
を行う。

防犯・親子
教室実施
園数・小学
校数

すべての
保育園・幼
稚園、小
学校にお
いて安全
教育が実
施されて
いる状態

すべての
保育園・幼
稚園、小
学校にお
いて安全
教育が実
施されて
いる状態

すべての
保育園・幼
稚園、小
学校にお
いて安全
教育が実
施されて
いる状態

すべての
保育園・幼
稚園、小
学校にお
いて安全
教育が実
施されて
いる状態

・保育園や小学校に対して、市の
安全教室（防犯教室）を周知し、計
画的に実施する。

・独自で指導・教育を実施している
保育園などの取組実態を把握する
ため、年１回、教育内容の聞き取り
調査を行う。

目標達成

・67園中58園、48小学校中45校で
安全教室（防犯教室）を実施した。

・独自に指導・教育を実施している
保育園等の取組実態を把握する
ため、市に派遣要請のなかった園
及び小学校に対して、実施内容を
聞き取り、防犯教育が行われてい
ることを確認した。

すべての
保育園・幼
稚園、小
学校にお
いて安全
教育が実
施されて
いる状態

・保育園や小学校に対して、市の
安全教室（防犯教室）を周知し、計
画的に実施する。

・独自で指導・教育を実施している
保育園などの取組実態を把握する
ため、年１回、教育内容の聞き取り
調査を行う。

目標達成

・全ての保育園・幼稚園、小学校に
おいて防犯教育を行った。
※R6.9月末現在
・保育園（67園中、43園実施済）
・小学校（48校中、46校実施済）

・独自で指導・教育を実施している
保育園などの取組実態を把握する
ため、教育内容の聞き取り調査を
実施した。

すべての
保育園・幼
稚園、小
学校にお
いて安全
教育が実
施されて
いる状態

・保育園や小学校に対して、市の安全教
室（防犯教室）を周知し、計画的に実施す
る。

・独自で指導・教育を実施している保育園
などの取組実態を把握するため、年１回、
教育内容の聞き取り調査を行う。

薬物乱用
防止教室
が学校等
の要望に
応じて、開
催されて
いる状態

薬物乱用
防止教室
が学校等
の要望に
応じて、開
催されて
いる状態

参考：23回
開催

薬物乱用
防止教室
が学校等
の要望に
応じて、開
催されて
いる状態

薬物乱用
防止教室
が学校等
の要望に
応じて、開
催されて
いる状態

薬物乱用
防止教室
が学校等
の要望に
応じて、開
催されて
いる状態

・小・中学校の児童・生徒や保護者
を対象とした、薬物乱用防止教室
及びサイバー教室の開催を学校
等に働きかけるとともに、あらゆる
機会を捉えて啓発チラシの配布な
ど、広報啓発を行う。

目標達成

・小・中学校の児童・生徒や保護者
を対象とした、薬物乱用防止教室
及びサイバー教室の開催を学校
等に働きかけて、機会あるごとに
広報活動を実施した。

薬物乱用
防止教室
が学校等
の要望に
応じて、開
催されて
いる状態

・小・中学校の児童・生徒や保護者
を対象とした、薬物乱用防止教室
及びサイバー教室の開催を学校
等に働きかけるとともに、あらゆる
機会を捉えて啓発チラシの配布な
ど、広報啓発を行う。

目標達成

・小・中学校の児童・生徒や保護者
を対象とした、薬物乱用防止教室
及びサイバー教室の開催を学校
等に働きかけて、機会あるごとに
広報活動を実施した。

薬物乱用
防止教室
が学校等
の要望に
応じて、開
催されて
いる状態

・小・中学校の児童・生徒や保護者を対象
とした、薬物乱用防止教室及びサイバー
教室の開催を学校等に働きかけるととも
に、あらゆる機会を捉えて啓発チラシの配
布など、広報啓発を行う。

サイバー
教室が学
校等の要
望に応じ
て、開催さ
れている
状態

サイバー
教室が学
校等の要
望に応じ
て、開催さ
れている
状態

参考：27回
開催

サイバー
教室が学
校等の要
望に応じ
て、開催さ
れている
状態

サイバー
教室が学
校等の要
望に応じ
て、開催さ
れている
状態

サイバー
教室が学
校等の要
望に応じ
て、開催さ
れている
状態

・小・中学校の児童・生徒や保護者
を対象とした、薬物乱用防止教室
及びサイバー教室の開催を学校
等に働きかけるとともに、あらゆる
機会を捉えて啓発チラシの配布な
ど、広報啓発を行う。

目標達成

・小・中学校の児童・生徒や保護者
を対象とした、薬物乱用防止教室
及びサイバー教室の開催を学校
等に働きかけて、機会あるごとに
広報活動を実施した。

サイバー
教室が学
校等の要
望に応じ
て、開催さ
れている
状態

・小・中学校の児童・生徒や保護者
を対象とした、薬物乱用防止教室
及びサイバー教室の開催を学校
等に働きかけるとともに、あらゆる
機会を捉えて啓発チラシの配布な
ど、広報啓発を行う。

目標達成

・小・中学校の児童・生徒や保護者
を対象とした、薬物乱用防止教室
及びサイバー教室の開催を学校
等に働きかけて、機会あるごとに
広報活動を実施した。

サイバー
教室が学
校等の要
望に応じ
て、開催さ
れている
状態

・小・中学校の児童・生徒や保護者を対象
とした、薬物乱用防止教室及びサイバー
教室の開催を学校等に働きかけるととも
に、あらゆる機会を捉えて啓発チラシの配
布など、広報啓発を行う。

実績見込

令和6年度

実施計画実績

令和7年度

実施計画（案）

1-2-3
薬物乱用防止教
室、サイバー教室

【事業主体】
◎警察（上越少年
サポートセン
ター）、
学校

・具体的事例等を題材として直接
児童・生徒に語りかけ、少年自身
の規範意識を向上させるとともに
注意喚起を行うことにより、少年の
非行防止を図る。

・小・中学校の児童・生徒や保護者
を対象とした、薬物乱用防止教室
及びサイバー教室の開催を学校
等に働きかけるとともに、あらゆる
機会を捉えて啓発チラシの配布な
ど、広報啓発を行う。

　　　　　　　　　　　　　　実施計画

1-2-1
防犯座談会
（出前講座）

【事業主体】
◎市（市民安全
課）、◎警察

・安全安心まちづくりに関する理解
を深めるため、地域の座談会や集
会などの場を活用して出前講座を
開催する。

・防犯に関する事項、特殊詐欺の
被害防止などの知識や情報の提
供を地域特性や状況に応じて行
う。

・警察をはじめ、市民相談センター
や消費生活センターとも連携を強
化し、的確な防犯情報を提供す
る。

・防犯情報等の有効な提供・啓発
機会である高齢者世帯訪問を強化
する。

令和5年度

成果指標

　　個別事業名 　　　　　　　　　事業内容

 2



「上越市みんなで防犯安全安心まちづくり推進計画」
令和5年度実績、令和6年度実績見込み、令和7年度実施計画（案）

1　意識づくり
1-3　防犯情報の提供

前期の取組
（令和5年度～8年度）

指標単位
現状値
（R3年度）

前期目標
（R8年度）

最終目標
（R12年度）

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取
組」における具体的な取組内容

「成果指標」
及び「前期
の取組」の
達成状況

取組の評価
※目標達成の理由、未達成の要因

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取
組」における具体的な取組内容

「成果指標」
及び「前期
の取組」の
達成状況

取組の評価
※目標達成の理由、未達成の要因

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取組」に
おける具体的な取組内容

1-3-1
上越市安全安心
情報（安全メール）

【事業主体】
◎市（市民安全
課）

・市民の自主的な防犯活動を支援
する目的で、ホームページや携帯
電話等のメール機能を活用し、防
犯、防災、火災、交通安全などの
安全安心情報を配信する。

・事案によっては、確認などの作業
に時間を要するものがあるが、引
き続き登録者へ迅速かつ確実な情
報を提供する。

・各種広報媒体を活用すると同時
に、小学校入学時の保護者への
周知に加え、中学校にも拡充して
周知する。 登録件数 17,607件 34,000件 40,000件 28,000件

・保育園、小・中学校入学時の保
護者へ周知するほか、高齢者世帯
訪問においてもチラシを配布し、周
知を行う。

・防犯座談会やホームページ、広
報などを活用して、安全メールへ
の登録を呼び掛ける。

・警察との連携を密にし、迅速かつ
確実な情報を提供する。
・登録件数28,000件を目標とする。

目標達成

・防犯教室やホームページ、広報
などを活用して、安全メールへの
登録を呼び掛けを実施した。

・事案発生時には迅速かつ確実な
情報を提供した。

※R5年度実績：32,400件
※SNS(LINE,facebook,X)の登録件
数を含む

30,000件

・保育園、小・中学校入学時の保
護者へ周知するほか、高齢者世帯
訪問においてもチラシを配布し、周
知を行う。

・防犯座談会やホームページ、広
報などを活用して、安全メールへ
の登録を呼び掛ける。

・警察との連携を密にし、迅速かつ
確実な情報を提供する。

目標達成

・防犯教室やホームページ、広報
などを活用して、安全メールへの
登録を呼び掛けを実施した。

・事案発生時には迅速かつ確実な
情報を提供した。

※R6.9月末時点：33,515件

34,000件

・保育園、小・中学校入学時の保護者へ
周知するほか、高齢者世帯訪問において
もチラシを配布し、周知を行う。

・防犯座談会やホームページ、広報などを
活用して、安全メールへの登録を呼び掛
ける。

・警察との連携を密にし、迅速かつ
確実な情報を提供する。

※R6.9月末時点：33,515件の登録がある
ことから、目標値は前期目標値の34,000
件とする。

1-3-2
防犯広報誌の回
覧

【事業主体】
◎市（市民安全
課)、上越市防犯
協会、警察

・防犯意識の高揚、自主的な防犯
活動の活性化に役立つ情報発信
を目的として、住宅侵入被害や特
殊詐欺被害、身近な犯罪の発生状
況などがまとまった広報誌を全町
内会に回覧する。

・防犯意識の高揚、自主的な防犯
活動の活性化に役立つ情報の発
信を目的として、住宅侵入被害や
特殊詐欺被害、身近な犯罪の発生
状況などがまとまった広報誌を全
町内会に回覧する。

広報誌を
回覧でき
ている状
態

広報誌を
回覧でき
ている状
態

広報誌を
回覧でき
ている状
態

広報誌を
回覧でき
ている状
態

広報誌を
回覧でき
ている状
態

・防犯意識の高揚、自主的な防犯
活動の活性化に役立つ情報の発
信を目的として、住宅侵入被害や
特殊詐欺被害、身近な犯罪の発生
状況などがまとまった広報誌を全
町内会に回覧する。

目標達成

・住宅侵入被害や特殊詐欺被害、
身近な犯罪の発生状況などがまと
まった広報誌を全町内会に回覧し
た。（4月・8月・12月）

広報誌を
回覧でき
ている状
態

・防犯意識の高揚、自主的な防犯
活動の活性化に役立つ情報の発
信を目的として、住宅侵入被害や
特殊詐欺被害、身近な犯罪の発生
状況などがまとまった広報誌を全
町内会に回覧する。

目標達成

・住宅侵入被害や特殊詐欺被害、
身近な犯罪の発生状況などがまと
まった広報誌（防犯新潟）を全町内
会に回覧した。

広報誌を
回覧でき
ている状
態

・防犯意識の高揚、自主的な防犯活動の
活性化に役立つ情報の発信を目的とし
て、住宅侵入被害や特殊詐欺被害、身近
な犯罪の発生状況などがまとまった広報
誌を全町内会に回覧する。

1-3-3
上越市みんなで
防犯安全安心ま
ちづくり推進会議

【事業主体】
◎市（市民安全
課）

・安全で安心して暮らせる上越市を
創るため、上越市みんなで防犯安
全安心まちづくり推進計画の進捗
状況の評価や安全安心まちづくり
を総合的かつ計画的に推進するた
め、基本的事項及び重要事項につ
いて調査・審議を行う。

・最終目標値及び後期の取組を念
頭におき、毎年度計画の進捗状況
を分析・検証し、次年度の取組に
反映させる。 推進計画

の分析・検
証

次年度の
取組に向
けて分析・
検証を
行った。

現行計画
の前期の
分析・検証
を行い、後
期計画に
反映でき
ている状
態。

現行計画
の分析・検
証を行い、
次期計画
を年度内
に作成す
る。

実施計画
を作成し、
各事業の
進捗管理
を行う。

・推進会議を開催し、令和4年度の
進捗状況を点検・評価し、審議終
了後、令和4年度の取組を議会に
報告し、令和6年度の実施計画に
反映させる。

目標達成

・推進会議を開催し、令和4年度の
実績などを点検・評価し、審議内容
を議会に報告した。
・審議内容を令和6年度の実施計
画に反映させた。

実施計画
を作成し、
各事業の
進捗管理
を行う。

・推進会議を開催し、令和5年度の
実績などを点検・評価し、審議内容
を議会に報告する。
・審議内容を令和7年度の実施計
画に反映する。

目標達成

・推進会議を開催し、令和5年度の
実績などを点検・評価し、審議内容
を議会に報告した。
・審議内容を令和7年度の実施計
画に反映させた。

実施計画
を作成し、
各事業の
進捗管理
を行う。

・推進会議を開催し、令和6年度の実績な
どを点検・評価し、審議内容を議会に報告
する。
・審議内容を令和8年度の実施計画に反
映する。

1-3-4
ホームページ等に
よる広報

【事業主体】
◎市（市民安全
課）

・ホームページに市全体の状況に
加え、地区別の犯罪発生状況や地
域における防犯活動の様子、市民
への注意喚起などきめ細かな情報
を掲載し、市民の防犯意識の高揚
と自主的な防犯活動を促す。

・各種防犯情報を提供することで、
注意喚起を促すとともに防犯意識
の高揚を図る。

ホーム
ページに
犯罪状況
を掲載して
いる状態。

ホーム
ページに
犯罪状況
を掲載して
いる状態。

ホーム
ページに
犯罪状況
を掲載して
いる状態。

ホーム
ページに
犯罪状況
を掲載して
いる状態。

ホーム
ページに
犯罪状況
を掲載して
いる状態。

・市ホームページに市全体の犯罪
発生状況に加え、地区別の発生状
況や犯罪の傾向等、細かな情報を
掲載し、市民の防犯意識の高揚と
自主的な防犯活動を促す。

・毎月の刑法犯認知件数を市ホー
ムページ及び広報上越に掲載す
る。

目標達成
・毎月の刑法認知件数を市ホーム
ページ及び広報上越に掲載し注意
喚起を実施した。

ホーム
ページに
犯罪状況
を掲載して
いる状態。

・市ホームページに市全体の犯罪
発生状況に加え、地区別の発生状
況や犯罪の傾向等、細かな情報を
掲載し、市民の防犯意識の高揚と
自主的な防犯活動を促す。

・毎月の刑法犯認知件数を市ホー
ムページ及び広報上越に掲載す
る。

目標達成

・令和5年中の市全体の犯罪発生
状況や、地区別の刑法犯認知件
数などを市ホームページに掲載し
た。

・令和6年度は刑法認知件数だけ
でなく、特殊詐欺被害の発生件数
を広報上越に掲載し、状況応じた
発生件数の情報発信を実施した。

ホーム
ページに
犯罪状況
を掲載して
いる状態。

・市ホームページに市全体の犯罪発生状
況に加え、地区別の発生状況や犯罪の傾
向等、細かな情報を掲載し、市民の防犯
意識の高揚と自主的な防犯活動を促す。

・毎月の刑法犯認知件数などを広報上越
に掲載する。

令和7年度

実施計画（案）
　　個別事業名 　　　　　　　　　事業内容

成果指標

令和6年度

実施計画 実績見込　　　　　　　　　　　　　　実施計画 実績

令和5年度
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「上越市みんなで防犯安全安心まちづくり推進計画」
令和5年度実績、令和6年度実績見込み、令和7年度実施計画（案）

2　地域づくり
2-1　自主防犯活動の推進

前期の取組
（令和5年度～8年度）

指標単位
現状値
（R3年度）

前期目標
（R8年度）

最終目標
（R12年度）

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取
組」における具体的な取組内容

「成果指標」
及び「前期
の取組」の
達成状況

取組の評価
※目標達成の理由、未達成の要因

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取
組」における具体的な取組内容

「成果指標」
及び「前期
の取組」の
達成状況

取組の評価
※目標達成の理由、未達成の要因

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取組」に
おける具体的な取組内容

2-1-1
110ばん協力車

【事業主体】
◎市（市民安全
課）

・犯罪の抑止と防犯意識の啓発を
図る目的で、車両に「１１０ばん協
力車」のステッカーを貼り、日常的
に「ながらパトロール」を実施する。

・市民、事業所、公用車などで実施
する。

・「110ばん協力車」の登録台数の
増加に向け、引き続き防犯週間な
どに合せた周知を行うとともに、各
種イベントでの呼び掛けや事業者
への依頼を強化する。 登録台数 5,860台 6,195台 6,395台 6,045台

・市民や事業所に対して「110ばん
協力車」への登録を呼び掛ける。

・日中外出する機会の多い事業者
に新規登録を呼び掛ける。

目標達成
・市民や事業所に対して110番協
力車への登録を呼びかけた。
※R5年度実績：6,088台

6,095台

・市民や事業所に対して「110ばん
協力車」への登録を呼び掛ける。

・日中外出する機会の多い事業者
に新規登録を呼び掛ける。

目標達成
・市民や事業所に対して110番協
力車への登録を呼びかけた。

6,145台

・市民や事業所に対して「110ばん協力車」
への登録を呼び掛ける。

・上越市防犯の日・防犯週間に合わせ登
録の呼び掛けを行うほか、日中外出する
機会の多い事業者に新規登録を呼び掛
ける。

2-1-2
青色回転灯パト
ロール

【事業主体】
◎上越市青少年
健全育成セン
ター、防犯団体

・犯罪抑止と地域の安全の確保を
目的として、青色回転灯を装着し
た庁用車による地域巡回を実施す
る。

・犯罪抑止と地域の安全の確保を
目的として、青色回転灯を装着し
た庁用車による地域巡回を実施す
る。

パトロール
回数
※上越市
青少年健
全育成セ
ンターの
分のみ

月２回 月2回 月2回 月2回

・青色回転灯装着車による巡回指
導を毎月2回実施する。
　　高田地区第１月曜日
　　直江津地区第２月曜日

・不審者情報等による特別巡回指
導の実施（必要に応じて実施）

目標達成

・高田地区、直江津地区ともに計
画どおり月2回の巡回を実施した。

・必要となる事案はなく特別巡回指
導は実施しなかった。

月2回

・青色回転灯装着車による巡回指
導を毎月2回実施する。
　　高田地区第１月曜日
　　直江津地区第２月曜日

・不審者情報等による特別巡回指
導の実施（必要に応じて実施）

目標達成

・高田地区、直江津地区ともに、荒
天時等を除き、ほぼ計画どおり月2
回の巡回を実施した。

・特別巡回指導が必要となる事案
はなかった。

月2回

・青色回転灯装着車による巡回指導を毎
月2回実施する。（1・2月を除く）
　　高田地区第１月曜日
　　直江津地区第２月曜日

・不審者情報等による特別巡回指導の実
施（必要に応じて実施）

2-1-3
防犯協会への支
援

【事業主体】
◎市（市民安全
課）

・市民の防犯思想の普及、地域防
犯活動の発展促進、自主的な防犯
活動を推進し、地域の安全に寄与
することを目的とする上越市防犯
協会、妙高地区防犯協会に応分
の負担金を支出し、その活動を支
援する。

・負担金の支出のほか、各防犯協
会との連携を強化し、意識啓発の
取組や効果的な実践活動につな
げる。

地域ぐる
みの防犯
活動

各防犯協
会の設置
目的に基
づいた防
犯活動が
実施され
ている状
態

※参考
上越市及び
妙高地区防
犯協会への
加入団体
数：53団体

各防犯協
会の設置
目的に基
づいた防
犯活動が
実施され
ている状
態

各防犯協
会の設置
目的に基
づいた防
犯活動が
実施され
ている状
態

各防犯協
会の設置
目的に基
づいた防
犯活動が
実施され
ている状
態

・負担金の支出のほか、各防犯協
会との連携を強化し、意識啓発の
取組や効果的な実践活動につな
げる。

主な事業
・観桜会等イベントでの防犯広報
活動
・ショッピングセンターや朝市会場
での防犯広報活動
・年金支給日に合わせた特殊詐欺
被害防止広報
・広報誌等の作成、配布
・各種情報提供

目標達成

・負担金の支出のほか、意識啓発
の取組や効果的な実践活動につ
なげるため、各防犯協会との連携
強化に努めた。

主な事業
・ショッピングセンターでの防犯広
報活動
・年金支給日に合わせた特殊詐欺
被害防止広報
・広報誌等の作成、配布
・各種情報提供

各防犯協
会の設置
目的に基
づいた防
犯活動が
実施され
ている状
態

・負担金の支出のほか、各防犯協
会との連携を強化し、意識啓発の
取組や効果的な実践活動につな
げる。

主な事業
・観桜会等イベントでの防犯広報
活動
・ショッピングセンターや朝市会場
での防犯広報活動
・年金支給日に合わせた特殊詐欺
被害防止広報
・広報誌等の作成、配布
・各種情報提供

目標達成

・負担金の支出のほか、意識啓発
の取組や効果的な実践活動につ
なげるため、各防犯協会との連携
強化に努めた。

主な事業
・観桜会等イベントでの防犯広報
活動
・商業施設での防犯広報活動
・年金支給日に合わせた特殊詐欺
被害防止広報
・広報誌等の作成、配布
・各種情報提供

各防犯協
会の設置
目的に基
づいた防
犯活動が
実施され
ている状
態

・負担金の支出のほか、各防犯協会との
連携を強化し、意識啓発の取組や効果的
な実践活動につなげる。

主な事業
・観桜会等イベントでの防犯広報活動
・商業施設や朝市会場での防犯広報活動
・年金支給日に合わせた特殊詐欺被害防
止広報
・広報誌等の作成、配布
・各種情報提供

令和7年度

実施計画（案）
　　個別事業名 　　　　　　　　　事業内容

成果指標

令和6年度

実施計画 実績見込実績

令和5年度

　　　　　　　　　　　　　　実施計画
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「上越市みんなで防犯安全安心まちづくり推進計画」
令和5年度実績、令和6年度実績見込み、令和7年度実施計画（案）

2　地域づくり
2-2　人材の育成

前期の取組
（令和5年度～8年度）

指標単位
現状値
（R3年度）

前期目標
（R8年度）

最終目標
（R12年度）

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取
組」における具体的な取組内容

「成果指標」
及び「前期
の取組」の
達成状況

取組の評価
※目標達成の理由、未達成の要因

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取
組」における具体的な取組内容

「成果指標」
及び「前期
の取組」の
達成状況

取組の評価
※目標達成の理由、未達成の要因

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取組」に
おける具体的な取組内容

2-2-1
安心安全な学校
づくり研修

【事業主体】
◎市（学校教育
課）

・安心安全な学校づくりに関する知
識を身に付け、児童生徒に適切に
安全指導ができることを目的とし
て、研修を開催する。

・研修を通して、各学校や地域の
安全管理体制について見直す。

・研修に参加していない保護者や
地域の方々に積極的な参加を呼
び掛ける。

研修会
参加者数

134人

全小・中学
校が参加
している状
態

全小・中学
校が参加
している状
態

全小・中学
校が参加
している状

態

・全小・中学校から保護者・地域住
民1人以上、教職員1人以上の悉
皆研修として学校安全教育研修を
開催する。

目標達成

・6月30日にオンライン会議システ
ムにより研修会を開催し、全小中
学校からの参加があった。

・新潟県警察上越警察署生活安全
課の講師より、犯罪者が好む場所
に視点をおき、各校の安全マップ
の確認や見直しを行った。

全小・中学
校が参加
している状

態

・児童生徒の登下校の安全確保の
ため、学校・地域・保護者を対象と
した研修の機会を設ける。

目標達成

・市内の犯罪等の状況や身の回り
に潜む危険、登下校中の安全確
保等についての研修会を6月28日
に実施し、学校と地域が連携して
子どもたちの命を守るという意識を
高めることができた。

全小・中学
校が参加
している状

態

・全小・中学校から保護者・地域住民1人
以上、教職員1人以上の悉皆研修として学
校安全教育研修を開催し、児童生徒の安
全確保や危険防止に係る対策を推進し、
学校と地域の連携を強化する。

2-2-2
特殊詐欺被害防
止推進員の活動
支援

【事業主体】
◎警察

・上越警察署、妙高警察署から委
嘱を受け、地域や職場などあらゆ
る場面で特殊詐欺被害防止の啓
発活動を実施する特殊詐欺被害
防止推進員の支援を行う。

・個々の推進員の取組が活発化
するよう、より具体的な手口や新
たな手法、被害状況など、きめ細
かな情報提供を行う。 特殊詐欺

被害防止
推進員に
対し、適切
な支援が
できている
状態

特殊詐欺
被害防止
推進員に
対し、適切
な支援が
できている
状態

特殊詐欺
被害防止
推進員に
対し、適切
な支援が
できている
状態

特殊詐欺
被害防止
推進員に
対し、適切
な支援が
できている
状態

特殊詐欺
被害防止
推進員に
対し、適切
な支援が
できている
状態

・個々の推進員の取組が活発化す
るよう、より具体的な手口や新たな
手法、被害状況、対策方法など、
きめ細かな情報提供を行う。

目標達成

・推進員の取組が活性化するよう、
より具体的な手口や新たな手法、
被害の発生状況、対策方法などの
きめ細かい情報提供を実施した。

特殊詐欺
被害防止
推進員に
対し、適切
な支援が
できている
状態

・個々の推進員の取組が活発化す
るよう、より具体的な手口や新たな
手法、被害状況、対策方法など、
きめ細かな情報提供を行う。

目標達成

・推進員の取組が活性化するよう、
より具体的な手口や新たな手法、
被害の発生状況、対策方法などの
きめ細かい情報提供を実施した。

特殊詐欺
被害防止
推進員に
対し、適切
な支援が
できている
状態

・個々の推進員の取組が活発化するよう、
より具体的な手口や新たな手法、被害状
況、対策方法など、きめ細かな情報提供
を行う。

令和7年度

実施計画（案）
　　個別事業名 　　　　　　　　　事業内容

成果指標

令和6年度

実施計画 実績見込実績

令和5年度

　　　　　　　　　　　　　　実施計画
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「上越市みんなで防犯安全安心まちづくり推進計画」
令和5年度実績、令和6年度実績見込み、令和7年度実施計画（案）

2　地域づくり
2-3　安全の確保について配慮を必要とする方が安全で安心して暮らせる取組の推進

前期の取組
（令和5年度～8年度）

指標単位
現状値
（R3年度）

前期目標
（R8年度）

最終目標
（R12年度）

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取
組」における具体的な取組内容

「成果指標」
及び「前期
の取組」の
達成状況

取組の評価
※目標達成の理由、未達成の要因

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取
組」における具体的な取組内容

「成果指標」
及び「前期
の取組」の
達成状況

取組の評価
※目標達成の理由、未達成の要因

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取組」に
おける具体的な取組内容

2-3-1
民生委員・児童委
員活動

【事業主体】
◎各地区民生委
員児童委員協議
会、市（福祉課）

・民生委員法(昭和23年法律第198
号)、児童福祉法(昭和22年法律第
164号)に基づき、地域住民の生活
状態を必要に応じ適切に把握する
ことや援助を必要とする地域住民
に相談・助言などを行い、地域住
民と関係機関とのつなぎ役を担っ
ている。
・地域のボランティアとして自発的・
主体的に登下校時の子どもの見
守り活動、高齢者世帯への訪問活
動などを通じて、事件や事故を未
然に防ぐ役割を果たす。

・継続して援助が必要な人への見
守り活動を行うことで、事件や事故
を未然に防ぐ。

活動人数
（民生委
員・児童委
員委嘱者
数）

428人
（R4.3.31
現在）
※参考
定数：437
人

充足率が
全国平均
を上回っ
ている状
態

充足率が
全国平均
を上回っ
ている状
態

93.68％
※令和4年
12月一斉
改選時

・引き続き、欠員地区の解消に向
けて関係する町内会への働き掛け
と支援を行う。

・令和4年12月一斉改選後の委員
に対する研修を実施し、切れ目の
ない見守り活動を行う。

目標達成

・令和5年9月1日現在、充足率は
96.57％となっている。（定数437人
に対し委嘱者422人）

・引き続き、欠員地区の解消に向
けて関係する町内会への働き掛け
を行うとともに、現委員への各種研
修会を実施し、切れ目のない見守
り活動を行う。

93.68％
※令和4年
12月一斉
改選時

・引き続き、欠員地区の解消に向
けて関係する町内会への働き掛け
と支援を行う。

・委員に対する各種研修を実施し、
切れ目のない見守り活動を行う。

目標達成

・令和6年9月1日現在、充足率は
96.10％となっている。（定数437人
に対し委嘱者420人）

・引き続き、欠員地区の解消に向
けて関係する町内会への働き掛け
を行うとともに、現委員への各種研
修会を実施し、切れ目のない見守
り活動を行う。

93.68％
※令和4年
12月一斉
改選時

・引き続き、欠員地区の解消に向けて関
係する町内会への働き掛けと支援を行う。

・委員に対する各種研修を実施し、切れ目
のない見守り活動を行う。

2-3-2
緊急通報装置の
貸与

【事業主体】
◎市（高齢者支援
課）

・民生委員や地域包括支援セン
ター、ケアマネジャー等を通じ、安
否の確認を要するひとり暮らし高
齢者などに、緊急通報装置を貸与
することにより、不安の解消と緊急
時における適切な対応を図る。
【対象条件】
市民税所得割非課税のおおむね
65歳以上のひとり暮らし高齢者世
帯等

・民生委員や地域包括支援セン
ター、ケアマネジャー等の訪問の
際に設置勧奨を行うなど、引き続
き周知を図る。

利用人数 972人 1,000人 1,100人 980人

・民生委員や地域包括支援セン
ター、ケアマネジャー等の訪問の
際に設置勧奨を行うなど、引き続
き周知を図る。

・生活様式の変化から、固定電話
を持たない高齢者が増えているた
め、携帯電話のみでも事業が利用
できるよう検討を行う。

未達成

・地域包括支援センター等が行う
訪問時において声掛け等により装
置の設置勧奨を行っている。R5.8
月末現在の利用人数は933件。

・携帯電話のみでの利用について
は、現在検討中。

980人

・民生委員や地域包括支援セン
ター、ケアマネジャー等の訪問の
際に設置勧奨を行うなど、引き続
き周知を図る。

・生活様式の変化から、固定電話
を持たない高齢者が増えているた
め、携帯電話のみでも事業が利用
できるよう検討を行う。

未達成

・地域包括支援センター等が行う
訪問時において声掛け等により装
置の設置勧奨を行っている。R6.9
月1日現在の利用人数は897件。

・携帯電話のみでの利用について
は、現在検討中。

980人

・民生委員や地域包括支援センター、ケア
マネジャー等の訪問の際に設置勧奨を行
うなど、引き続き周知を図る。

・生活様式の変化から、固定電話を持たな
い高齢者が増えているため、携帯電話の
みでも事業が利用できるよう検討を行う。

2-3-3
上越市要保護児
童対策地域協議
会の活動

【事業主体】
◎市（こども家庭
センター）、上越市
要保護児童対策
地域協議会

・児童相談所等の関係機関と連携
し、虐待の早期発見・早期対応を
行うとともに、現場で対応する職員
一人一人の資質向上を図る。

・虐待を疑う事案があった際は、た
めらわず相談窓口に連絡するよ
う、社会全体の意識を高める。

・関係機関と連携し、虐待の早期
発見・早期対応を行う。

・市民向けの虐待の啓発活動を継
続する。

児童虐待
に関する
支援が必
要な世帯
のうち、緊
急度の高
いケース
の割合

8.4% 8.0%以下 7.5%以下 8.0%以下

・児童虐待の未然防止、早期発見
に向けた市民への啓発として、保
育園、民生委員・児童委員等に対
して「子どもの虐待予防出前講座」
を開催する。

・保育園及び小中学校等において
虐待対応研修を開催する。

未達成

・児童虐待の未然防止、早期発見
に向けた市民への啓発として、保
育園、民生委員・児童委員等に対
して「子どもの虐待予防出前講座」
を開催している。（46回）

・保育園及び小中学校等を対象に
虐待通告後の対応研修を開催（3
回）したほか、保育園及び小中学
校・高校等を対象に「上越市子ども
の虐待防止ハンドブック≪ダイジェ
スト版≫」を活用した児童虐待対応
研修を開催し、職員の対応力の向
上に取り組んだ。（169回）

8.0%以下

・児童虐待の未然防止、早期発見
に向けた市民への啓発として、保
育園、民生委員・児童委員等に対
して「子どもの虐待予防出前講座」
を開催する。

・職員の対応力の向上を図るた
め、保育園及び小中学校等におい
て虐待対応研修を開催する。

目標達成

・児童虐待未然防止、早期発見に
向けた市民への啓発として、保育
園、民生委員・児童委員等に対し
て「子どもの虐待予防出前講座」を
開催している（R6.8月末　29回）

・保育園及び小中学校、放課後児
童クラブ職員等を対象に、虐待通
告後の対応研修を開催（5回）し
た。

8.0%以下

・児童虐待の未然防止、早期発見に向け
た市民への啓発として、保育園、民生委
員・児童委員等に対して「子どもの虐待予
防出前講座」を開催する。

・職員の対応力の向上を図るため、保育
園及び小中学校等において虐待対応研
修を開催する。

令和7年度

実施計画（案）
　　個別事業名 　　　　　　　　　事業内容

成果指標

令和6年度

実施計画 実績見込実績

令和5年度

　　　　　　　　　　　　　　実施計画
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「上越市みんなで防犯安全安心まちづくり推進計画」
令和5年度実績、令和6年度実績見込み、令和7年度実施計画（案）

2　地域づくり
2-4　青少年健全育成活動の推進

前期の取組
（令和5年度～8年度）

指標単位
現状値
（R3年度）

前期目標
（R8年度）

最終目標
（R12年度）

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取
組」における具体的な取組内容

「成果指標」
及び「前期
の取組」の
達成状況

取組の評価
※目標達成の理由、未達成の要因

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取
組」における具体的な取組内容

「成果指標」
及び「前期
の取組」の
達成状況

取組の評価
※目標達成の理由、未達成の要因

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取組」に
おける具体的な取組内容

2-4-1
地域青少年育成
会議の活動

【事業主体】
◎市（社会教育
課、青少年健全育
成センター）

・地域で育てたい子ども像を学校と
地域が話し合って共有し、互いに
連携しながら地域の特色をいかし
た教育活動に取組むなど、学校・
家庭・地域が連携・協働して子ども
たちの健全育成を推進する取組を
支援する。

・「地域の子どもは地域で育てる」
という意識の醸成を図るため、地
域と学校をつなぐ役割の地域学校
協働活動推進員（地域コーディ
ネーター）の活動を支援する。

地域学校
協働活動
推進員の
年間活動
回数

916回 1,000回 1,000回 1,000回

・地域学校協働活動推進員の配置
及び研修会の実施
　各地域に推進員を配置するとと
もに、各種研修会を開催し、学校・
家庭・地域の連携・協働を推進す
る。

・地域の特色を生かした活動の実
施
　各地域の課題解決等に向けた青
少年と大人との話し合いや活動を
通して地域ぐるみの教育活動を促
進する。

目標達成

・各地域に地域学校協働活動推進
員を配置するとともに、各種研修
会等を開催し、学校・家庭・地域の
連携・協働を推進した。
（R5推進員：156人）
（R5年度地域学校協働活動推進
員の年間活動回数：1,124回）
(R5年度研修会等実績　計6回、延
べ186人)

・各地域の課題解決等に向けた青
少年と大人との話し合いや活動を
通して地域ぐるみの教育活動を促
進した。

1,000回

・地域学校協働活動推進員の配置
及び研修会の実施
　各地域に推進員を配置するとと
もに、各種研修会を開催し、学校・
家庭・地域の連携・協働を推進す
る。

・地域の特色を生かした活動の実
施
　各地域の課題解決等に向けた青
少年と大人との話し合いや活動を
通して地域ぐるみの教育活動を促
進する。

目標達成

・各地域に地域学校協働活動推進
員を配置するとともに、各種研修
会等を開催し、学校・家庭・地域の
連携・協働を推進した。
（R6推進員：155人）
（R6年度地域学校協働活動推進
員の年間活動回数：1,150回）
(R6年度研修会等実績　計5回、延
べ138人)

・各地域の課題解決等に向けた青
少年と大人との話し合いや活動を
通して地域ぐるみの教育活動を促
進した。

1,000回

・地域学校協働活動推進員の配置及び研
修会の実施
　各地域に推進員を配置するとともに、研
修会を開催し、学校・家庭・地域の連携・
協働を推進する。

・地域の特色を生かした活動の実施
　各地域の課題解決等に向けた青少年と
大人との話し合いや活動を通して地域ぐ
るみの教育活動を促進する。

2-4-2
青少年健全育成
委員による街頭指
導

【事業主体】
◎市（社会教育
課、青少年健全育
成センター）

・高田・直江津・春日山・上越妙高
駅などの周辺、市街地や郊外の商
業地域等で街頭指導活動を実施
する。

・街頭における指導や愛の一声活
動の実践を通して、非行防止にと
どまらず、市民一人ひとりの意識
や関心の高揚を図る。

・引き続き、街頭指導による声掛け
や青色回転灯装着車による巡回
指導を実施する。

・街頭指導活動の活性化を図るた
め、活動の役割や活動範囲などの
体制を見直し、令和5年度末までに
活動を改善する。

街頭指導
において
「注意」「指
導」した青
少年の人
数

540人 500人以下 450人以下

500人以下

（取組の結
果指導の
対象となる
青少年の
行為が減
少すること
を目指す）

・定期街頭指導の実施（120回）
育成委員55人を10班に編成し毎
月高田地区、直江津地区で街頭指
導活動を行う。（毎月10回づつ）
　
・特別街頭指導の実施（2回）
上越市防犯の日に合わせ7月と10
月に実施
　
・4月～12月と3月に青パトによる巡
回を月２回実施（年20回）
　
・この他に、必要に応じて青パトに
よる特別巡回指導を実施

目標達成

・定期街頭指導、特別街頭指導、
青パトによる巡回をほぼ計画通り
実施した。必要に応じた青パトによ
る特別巡回指導は実施しなかっ
た。

500人以下

・定期街頭指導の実施（120回）
育成委員51人を10班に編成し毎
月高田地区、直江津地区で街頭指
導活動を行う。（毎月10回ずつ）
　
・特別街頭指導の実施（2回）
上越市防犯の日に合わせ7月と10
月に実施
　
・4月～12月と3月に青パトによる巡
回を月２回実施（年20回）
　
・この他に、必要に応じて青パトに
よる特別巡回指導を実施

目標達成

・定期街頭指導、特別街頭指導、
青パトによる巡回指導をほぼ計画
通り実施することで、青少年の非
行や問題行動を抑止することがで
きた。必要に応じた青パトによる特
別巡回指導は実施しなかった。

・街頭指導において「注意」「指導」
した人数は200人以下、「愛の一
声」は8000人以上であった。

500人以下

・定期街頭指導の実施（120回）
育成委員51人を10班に編成し毎月高田地
区、直江津地区で街頭指導活動を行う。
（毎月10回ずつ）
　
・特別街頭指導の実施（2回）
上越市防犯の日前後の7月と10月上旬に
実施
　
・4月～12月と3月に青パトによる巡回を月
２回実施（年２０回）
　
・この他に、必要に応じて青パトによる特
別巡回指導を実施

2-4-3
上越地区保護司
会への支援

【事業主体】
◎市（福祉課）

・更生保護活動を行う、上越地区
保護司会の活動を支援する。

・更生保護活動を行う、上越地区
保護司会の活動を支援する。

保護司法
に基づき、
上越地区
保護司会
の活動が
行われて
いる状態

保護司法
に基づき、
上越地区
保護司会
の事業活
動が行わ
れている
状態

参考：負担
金　1,970
千円

保護司法
に基づき、
上越地区
保護司会
の活動が
行われて
いる状態

保護司法
に基づき、
上越地区
保護司会
の活動が
行われて
いる状態

保護司法
に基づき、
上越地区
保護司会
の活動が
行われて
いる状態

・広報紙「はぐくみ」（年2回発行）を
市内の全町内会長へ配布

・町内会の班回覧により「愛の協力
運動」新潟県保護観察協会会員募
集を実施

・「社会を明るくする運動」による広
報活動

目標達成

・広報紙「はぐくみ」（年2回発行）を
市内の全町内会長へ配布。

・町内会の班回覧により「愛の協力
運動」新潟県保護観察協会会員募
集を実施し、45,000人が会員となっ
た。

・6月21日～7月5日まで計6回、「社
会を明るくする運動」による広報活
動を行った。

保護司法
に基づき、
上越地区
保護司会
の活動が
行われて
いる状態

・広報紙「はぐくみ」（年2回発行）を
市内の全町内会長へ配布

・町内会の班回覧により「愛の協力
運動」新潟県保護観察協会会員募
集を実施

・「社会を明るくする運動」による広
報活動

目標達成

・広報紙「はぐくみ」（年2回発行）を
市内の全町内会長へ配布。

・町内会の班回覧により「愛の協力
運動」新潟県保護観察協会会員募
集を実施し、45,000人が会員となっ
た。

・6月21日～7月7日まで計6回、「社
会を明るくする運動」による広報活
動を行った。

保護司法
に基づき、
上越地区
保護司会
の活動が
行われて
いる状態

・広報紙「はぐくみ」（年2回発行）を市内の
全町内会長へ配布

・町内会の班回覧により「愛の協力運動」
新潟県保護観察協会会員募集を実施

・「社会を明るくする運動」による広報活動

2-4-4
少年警察ボラン
ティアの活動支援

【事業主体】
◎警察、少年補導
員、少年指導委員

・少年の非行を防止し、少年の健
全育成を図るため、街頭補導活動
や環境浄化活動等を実施する少
年警察ボランティアの支援を行う。

・個々の取組が活発化するよう、よ
り犯罪の傾向や状況など、きめ細
かな情報提供を行う。 少年警察

ボランティ
アに対し、
適切な支
援ができ
ている状
態

少年警察
ボランティ
アに対し、
適切な支
援ができ
ている状
態

少年警察
ボランティ
アに対し、
適切な支
援ができ
ている状
態

少年警察
ボランティ
アに対し、
適切な支
援ができ
ている状
態

少年警察
ボランティ
アに対し、
適切な支
援ができ
ている状
態

・個々のボランティアの取組が活発
化するよう、より犯罪の傾向や状
況、対策方法など、きめ細かな情
報提供を行う。

目標達成

個々のボランティアの取組が活発
化するよう、各活動の支援や情報
提供などきめ細かな支援を行っ
た。

少年警察
ボランティ
アに対し、
適切な支
援ができ
ている状
態

・個々のボランティアの取組が活発
化するよう、より犯罪の傾向や状
況、対策方法など、きめ細かな情
報提供を行う。

目標達成

個々のボランティアの取組が活発
化するよう、各活動の支援や情報
提供などきめ細かな支援を行っ
た。

少年警察
ボランティ
アに対し、
適切な支
援ができ
ている状
態

・個々のボランティアの取組が活発化する
よう、より犯罪の傾向や状況、対策方法な
ど、きめ細かな情報提供を行う。

2-4-5
青少年健全育成
センターによる若
者育成支援事業

【事業主体】
青少年健全育成
センター

・若者育成支援活動
さまざまな困難を抱える若者の社
会的自立への支援を目的に実施し
ている事業について、広報啓発を
行う。

・若者育成支援活動
さまざまな困難を抱える若者の社
会的自立への支援を目的に実施し
ている事業について、広報啓発を
行う。

若者育成
支援活動
に関する
広報啓発
が行われ
ている状
態

若者育成
支援活動
に関する
広報啓発
が行われ
ている状
態

若者育成
支援活動
に関する
広報啓発
が行われ
ている状
態

若者育成
支援活動
に関する
広報啓発
が行われ
ている状
態

若者育成
支援活動
に関する
広報啓発
が行われ
ている状
態

市ホームページや広報上越への
掲載のほか、各学校と連携し、効
果的な広報啓発を行う。

目標達成
・市ホームページや広報上越への
掲載のほか、各関係機関と連携
し、効果的な広報啓発を行った。

若者育成
支援活動
に関する
広報啓発
が行われ
ている状
態

・市ホームページや広報上越への
掲載のほか、各関係機関と連携
し、効果的な広報啓発を行う。

目標達成
・市ホームページや広報上越への
掲載のほか、各関係機関と連携
し、効果的な広報啓発を行った。

若者育成
支援活動
に関する
広報啓発
が行われ
ている状
態

・市ホームページや広報上越への掲載の
ほか、各関係機関と連携し、効果的な広
報啓発を行う。

令和7年度

実施計画（案）
　　個別事業名 　　　　　　　　　事業内容

成果指標
　　　　　　　　　　　　　　実施計画

令和6年度

実施計画 実績見込実績

令和5年度
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「上越市みんなで防犯安全安心まちづくり推進計画」
令和5年度実績、令和6年度実績見込み、令和7年度実施計画（案）

3　環境づくり
3-1　犯罪の防止に配慮した基盤（インフラ）整備

前期の取組
（令和5年度～8年度）

指標単位
現状値

（R3年度）
前期目標
（R8年度）

最終目標
（R12年度）

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取
組」における具体的な取組内容

「成果指標」
及び「前期
の取組」の
達成状況

取組の評価
※目標達成の理由、未達成の要因

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取
組」における具体的な取組内容

「成果指標」
及び「前期
の取組」の
達成状況

取組の評価
※目標達成の理由、未達成の要因

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取組」に
おける具体的な取組内容

快適に走
行できる
市道の延
長

1,997.7km 1,999.9km 2,000.5km 1,997.9km
・上越市道路整備計画等に基づ
き、計画的に市道の整備を行う。

目標達成
・上越市道路整備計画に基づき、
計画的に市道整備整備を実施し
た。

1998.9㎞
・上越市道路整備計画等に基づ
き、計画的に市道の整備を行う。

目標達成
・上越市道路整備計画に基づき、
計画的に市道整備整備を実施し
た。

1,999.9km
・上越市道路整備計画等に基づき、計画
的に市道の整備を行う。

都市公園
の適切な
維持管理

-

都市公園
が適切に
維持管理
されている
状態

都市公園
が適切に
維持管理
されている
状態

都市公園
が適切に
維持管理
されている

状態

・照明施設等の公園施設の適切な
維持管理を実施。

・見通しが悪くなる樹木の剪定や
草刈りの実施。

目標達成

・定期的な公園施設の点検を行
い、施設の修繕を実施した。また、
支障木の剪定をするとともに、地
元町内会と協力し草刈りを実施し
た。

都市公園
が適切に
維持管理
されている

状態

・照明施設等の公園施設の適切な
維持管理を実施。

・見通しが悪くなる樹木の剪定や
草刈りの実施。

目標達成

・定期的な公園施設の点検を行
い、施設の修繕を実施した。また、
支障木の剪定をするとともに、地
元町内会と協力し草刈りを実施し
た。

都市公園
が適切に
維持管理
されている

状態

・照明施設等の公園施設の適切な維持管
理を実施。

・見通しが悪くなる樹木の剪定や草刈りの
実施。

農村公園
内の枝払
い対応

適宜実施

防犯上、
公園内の
見通しが
保たれて
いる状態

防犯上、
公園内の
見通しが
保たれて
いる状態

防犯上、
公園内の
見通しが
保たれて
いる状態

・地域で維持管理を継続する。

・枝葉が繁茂している樹木は地元
による枝払いのほか、業務委託に
よる伐採を行う。R5年度は、1公園
で業務委託による伐採を予定。

目標達成

・農村公園では、地域での維持管
理を継続するほか、地元からの連
絡を受け業務委託により、樹木の
伐採を行い、適切に管理した。

防犯上、
公園内の
見通しが
保たれて
いる状態

・地域で維持管理を継続する。

・枝葉が繁茂している樹木は地元
による枝払いのほか、業務委託に
よる伐採を行う。R6年度は、1公園
で業務委託による伐採を予定。

目標達成

・農村公園では、地域での維持管
理を継続するほか、地元からの連
絡を受け業務委託により、樹木の
伐採を行い、適切に管理した。

防犯上、
公園内の
見通しが
保たれて
いる状態

・地域で維持管理を継続する。

・枝葉が繁茂している樹木は地元による
枝払いのほか、業務委託による伐採を行
う。R7年度は、1公園で業務委託による伐
採を予定。

3-1-2
防犯灯の設置、整
備

【事業主体】
◎市（市民安全
課）、町内会、事
業者

・犯罪の防止に配慮した環境づくり
を目的として、集落内や通学路に
防犯灯の整備及び維持管理を行
う。
（※市では、町内会で設置した防
犯灯の電気料を負担する。）

・上越市道路照明灯・防犯灯設置
要綱に基づく適正な設置を行う。

防犯灯の
新設

防犯灯総
数：29,715
灯（R3年
度末）

必要な箇
所に設置
されている
状態

必要な箇
所に設置
されている

状態

必要な箇
所に設置
されている

状態

・上越市道路照明灯・防犯灯設置
要綱に基づき、必要な箇所に防犯
灯を設置する。

目標達成

・上越市道路照明灯・防犯灯設置
要綱に基づき、防犯灯の維持管理
を行ったほか、必要な箇所に防犯
灯を設置した。

必要な箇
所に設置
されている

状態

・上越市道路照明灯・防犯灯設置
要綱に基づき、必要な箇所に防犯
灯を設置する。

目標達成

・上越市道路照明灯・防犯灯設置
要綱に基づき、防犯灯の維持管理
を行ったほか、必要な箇所に防犯
灯を設置した。

必要な箇
所に設置
されている

状態

・上越市道路照明灯・防犯灯設置要綱に
基づき、必要な箇所に防犯灯を設置する。

3-1-3
道路照明灯の整
備

【事業主体】
◎市（道路課、市
民安全課）、県、
国

・犯罪の防止とともに、交通の安全
確保に配慮した環境づくりのため、
道路照明灯の整備を行う。

・道路照明の点検は、平成27年度
から実施しており令和2年度までに
全道路照明灯の健全度を判定す
る点検が完了する。この点検結果
を基に道路照明灯の修繕計画を
策定し、計画的な修繕を実施す
る。

道路照明
の機能維
持

随時、修
繕を実施

141基の修
繕完了

160基の修
繕完了

27基の修
繕完了

・道路照明修繕計画に基づき、計
画的に照明の修繕を行う。

目標達成
・道路照明修繕計画に基づき、計
画的に照明の修繕をを実施した。

33基の修
繕完了

・道路照明修繕計画に基づき、計
画的に照明の修繕を行う。

目標達成
・道路照明修繕計画に基づき、計
画的に照明の修繕をを実施した。

30基
・道路照明修繕計画に基づき、計画的に
照明の修繕を行う。

3-1-4
歩道の整備

【事業主体】
◎市（道路課）

・通学路等における子どもの安全
を確保するため、国・県に対して歩
道整備促進の要望を行うとともに、
上越市道路整備計画等に基づき、
歩道の整備を行う。

・上越市道路整備計画等に基づ
き、子どもの安全の確保にも視点
を置いた歩道の整備を行う。 安全に歩

行できる
市道の延
長

295.0km 297.4km 301.6km 296.6km
・上越市道路整備計画等に基づ
き、計画的に歩道の整備を行う。

目標達成
・上越市道路整備計画に基づき、
計画的に市道整備整備を実施し
た。

296.6㎞
・上越市道路整備計画等に基づ
き、計画的に市道の整備を行う。

目標達成
・上越市道路整備計画に基づき、
計画的に市道整備整備を実施し
た。

296.8㎞
・上越市道路整備計画等に基づき、計画
的に市道の整備を行う。

3-1-5
危険な空き家の
所有者等に対す
る助言・指導

【事業主体】
◎市（建築住宅
課）

・町内会等から情報提供があった
空き家の現地調査を行う。

・危険性があると判断された空き
家について、所有者等へ助言・指
導を行う。

・特定空き家等の所有者等へ年3
回助言・指導書を送付する。

・助言・指導を行っても対応がなさ
れない特定空き家等の所有者等と
面談を行う。

特定空き
家等の年
間増減件
数

▲ 2 ▲ 3 ▲ 4 ▲ 3

・特定空き家等の所有者等へ年3
回助言・指導書を送付する。

・助言・指導を行っても対応がなさ
れない特定空き家等の所有者等と
面談を行う。

目標達成

・特定空き家等の所有者等へ年3
回助言・指導書を送付した。

・助言・指導を行っても対応がなさ
れない特定空き家等の所有者等と
面談を実施した。

▲ 3

・特定空き家等の所有者等へ年3
回助言・指導書を送付する。

・助言・指導を行っても対応がなさ
れない特定空き家等の所有者等と
面談を行う。

目標達成

・特定空き家等の所有者等へ年3
回助言・指導書を送付した。

・助言・指導を行っても対応がなさ
れない特定空き家等の所有者等
に対し、「特定空き家等コンサル
ティング業務委託」を実施し、面談
や提案を実施した。

▲3

・特定空き家等の所有者等へ年3回助言・
指導書を送付する。

・助言・指導を行っても対応がなされない
特定空き家等の所有者等に対し、「特定
空き家等コンサルティング業務委託」を実
施し、面談や提案を実施する。

実績

令和5年度

【道路】
・上越市道路整備計画等に基づ
き、計画的に市道の整備を行う。

・国、県に対して道路整備の要望
を継続的に行う。

【公園等】
・都市公園では、公園照明等の施
設管理や樹木の剪定・草刈りの実
施等、適切な維持管理を行う。

・農村公園では、地域での適切な
維持管理を継続し、枝葉が繁茂し
ている樹木は地元による枝払いの
ほか、業務委託による計画的な伐
採を行う。

　　　　　　　　　　　　　　実施計画
　　個別事業名 　　　　　　　　　事業内容

成果指標

・通学路等における子どもの安全
を確保し、犯罪の防止に配慮した
環境づくりを視点とした整備を行
う。

【道路】
・国、県に対する整備促進要望を
継続的に行う。

・上越市道路整備計画等に基づ
き、市道の整備を行う。

【公園等】
・市街地において、市民に安全で
安心して過ごせる憩いと癒しの空
間を提供する。

・農村地域における連携とコミュニ
ティを醸成する憩いの場として、住
民が安心して農村公園を利用でき
るよう、適切な管理を行う。

3-1-1
道路、公園、駐車
場等の整備

【事業主体】
◎市（道路課、都
市整備課、農林水
産整備課）

令和7年度

実施計画（案）

令和6年度

実施計画 実績見込
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「上越市みんなで防犯安全安心まちづくり推進計画」
令和5年度実績、令和6年度実績見込み、令和7年度実施計画（案）

3　環境づくり
3-2　犯罪の防止に配慮した住宅等の普及、啓発

前期の取組
（令和5年度～8年度）

指標単位
現状値

（R3年度）
前期目標
（R8年度）

最終目標
（R12年度）

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取
組」における具体的な取組内容

「成果指標」
及び「前期
の取組」の
達成状況

取組の評価
※目標達成の理由、未達成の要因

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取
組」における具体的な取組内容

「成果指標」
及び「前期
の取組」の
達成状況

取組の評価
※目標達成の理由、未達成の要因

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取組」に
おける具体的な取組内容

3-2-1
防犯性の高い環
境づくりの啓発

【事業主体】
◎市（市民安全
課）、上越市防犯
協会、警察、町内
会等

・犯罪の防止に配慮した構造、設
備を有する住宅、商業施設、その
他の建物を普及させることを目的
とした防犯診断や、防犯性を高め
るために必要な情報の提供、広報
啓発等を関係機関等と連携して行
う。

・防犯の日及び防犯週間におい
て、町内会全体で取り組める活動
の一つとして、鍵かけの呼びかけ
及び空き家の見回り・連絡先確認
を周知し、地域の防犯力向上を図
る。

防犯週間
中の鍵か
けの呼び
かけ及び
空き家の
確認実施
団体数

102団体 140団体 200団体 110団体

・防犯の日及び防犯週間の取り組
みの一つとして、自宅の鍵かけや
空き家の見回り等を呼びかける。

・防犯講話や高齢者世帯訪問等の
機会をとらえ、空き巣等の被害の
現状を周知し、重要性を周知す
る。

未達成

・防犯の日及び防犯週間の取り組
みの一つとして、自宅の鍵かけや
空き家の見回り等を防犯活動を呼
びかけた。

・防犯講話や高齢者世帯訪問等の
機会をとらえ、空き巣等の被害の
現状を周知し、重要性を周知した。

・防犯週間期間中の活動団体は95
団となり目標を達成することができ
なかった。

・令和5年度においては急増した特
殊詐欺被害の防止について、特に
注意の呼びかけを行ったことが要
因ではないかと思われる。

120団体

・防犯の日及び防犯週間の取り組
みの一つとして、自宅の鍵かけや
空き家の見回り等を呼びかける。

・防犯講話や高齢者世帯訪問等の
機会をとらえ、空き巣等の被害の
現状を周知し、重要性を周知す
る。

目標達成

・上越市防犯の日・防犯週間の活
動に合わせ、鍵かけの徹底や空き
家などの見回りを呼びかけた。

・広報上越7月号にて、特集として
特殊詐欺の呼び掛けとともに、防
犯の日防犯週間での鍵かけの呼
び掛けを掲載。

・希望のあった町内会には、鍵か
けを呼びかけるのぼり旗を配布し
た。

・防犯講話や高齢者世帯訪問の機
会を捉え、鍵かけの呼びかけを
行った。

130団体

・防犯の日及び防犯週間の取り組みの一
つとして、自宅の鍵かけや空き家の見回り
等を呼びかける。

・防犯講話や高齢者世帯訪問等の機会を
とらえ、空き巣等の被害の現状を周知し、
重要性を周知する。

令和7年度

実施計画（案）
　　個別事業名 　　　　　　　　　事業内容

成果指標

令和6年度

実施計画 実績見込実績

令和5年度

　　　　　　　　　　　　　　実施計画
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「上越市みんなで防犯安全安心まちづくり推進計画」
令和5年度実績、令和6年度実績見込み、令和7年度実施計画（案）

3　環境づくり
3-3　学校・通学路等における児童等の安全確保のための取組の推進

前期の取組
（令和5年度～8年度）

指標単位
現状値

（R3年度）
前期目標
（R8年度）

最終目標
（R12年度）

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取
組」における具体的な取組内容

「成果指標」
及び「前期
の取組」の
達成状況

取組の評価
※目標達成の理由、未達成の要因

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取
組」における具体的な取組内容

「成果指標」
及び「前期
の取組」の
達成状況

取組の評価
※目標達成の理由、未達成の要因

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取組」に
おける具体的な取組内容

3-3-1
通学路の安全点
検と整備

【事業主体】
◎市（学校教育
課、道路課、市民
安全課）

・通学路等における子どもの安全
を確保し、犯罪の防止に配慮した
環境づくりを視点とした整備を行
う。

【道路】
・国、県に対する整備促進要望を
継続的に行う。

・上越市道路整備計画等に基づ
き、市道の整備を行う。

【公園等】
・市街地における市民の憩いと癒
しの空間としての都市公園整備を
行う。

・農村地域における連携とコミュニ
ティを醸成する憩いの場として、住
民が安心して農村公園を利用でき
るよう、適切な管理を行う。

・引き続き、定期的に通学路の安
全点検を実施する。

・通学路の変更など総合的な対策
を講じることができないか検討して
いく。

改善対応

合同点検
を実施し、
各機関で

対策・方法
を検討。
随時対応

通学路の
安全安心
が確保さ
れている

状態

通学路の
安全安心
を確保し、
維持され
ている状

態

通学路の
安全安心
が確保さ
れている

状態

・上越市通学路安全対策プログラ
ムにより、学校等関係者が、通学
路の安全点検を基に危険箇所を
把握し、学校教育課に要望する。

・危険箇所改善要望を基に、国・
県・警察とともに通学路安全対策
会議を開き、合同点検を実施した
上で、安全対策について検討す
る。

・安全対策会議の内容を基に、関
係機関が安全対策を講ずる。

目標達成

・学校関係者が通学路の危険箇所
を把握し、市へ要望した。

・これを受け、市では、8月に警察
及び国・県・市の関係者により合同
点検を実施した。対応方法につい
ては、10月に開催する対策会議で
協議した。

通学路の
安全安心
が確保さ
れている

状態

・上越市通学路安全対策プログラ
ムにより、学校等関係者が、通学
路の安全点検を基に危険箇所を
把握し、学校教育課に要望する。

・危険箇所改善要望を基に、国・
県・警察とともに通学路安全対策
会議を開き、合同点検を実施した
上で、安全対策について検討す
る。

・安全対策会議の内容を基に、関
係機関が安全対策を講ずる。

目標達成

・学校関係者が通学路の危険箇所
を把握し、市へ要望した。

・これを受け、市では、8月に警察
及び国・県・市の関係者により合同
点検を実施した。対応方法につい
ては、10月に開催する対策会議で
協議する。

通学路の
安全安心
が確保さ
れている

状態

・上越市通学路安全対策プログラムによ
り、学校等関係者が、通学路の安全点検
を基に危険箇所を把握し、学校教育課に
要望する。

・危険箇所改善要望を基に、国・県・警察
とともに通学路安全対策会議を開き、合同
点検を実施した上で、安全対策について
検討する。

・安全対策会議の内容を基に、関係機関
が安全対策を講ずる。

3-3-2
危険箇所点検

【事業主体】
◎市（市民安全
課）、町内会等

・地域・町内における子どもの安全
を確保するため、保護者、地域住
民、関係機関と連携し、道路、公
園、河川などの危険箇所等の把握
及び改善に向けた取組を行う。

・防犯の日及び防犯週間におい
て、危険箇所点検を町内会全体で
取り組める活動の一つとして提示
し、具体的な取組方法を周知して
いく。 点検実施

団体数
230団体 260団体 290団体 240団体

・防犯週間への協力依頼時に、点
検個所例を示し、地域全体で取り
組める活動であることを周知する。
また、通勤通学時、散歩等の際に
もできる「ながら防犯活動」の事例
としても紹介する。

・防犯の日及び防週間において、
町内会が危険箇所点検を実施す
る。

目標達成

・防犯週間への協力依頼時に、点
検個所例を示し、地域全体で取り
組める活動であることを周知した。

・防犯の日及び防週間において、
学校、町内会が危険箇所点検を実
施した。
※R5年度実績：267団体

246団体

・防犯週間への協力依頼時に、点
検個所例を示し、地域全体で取り
組める活動であることを周知する。

・防犯の日及び防週間において、
町内会が危険箇所点検を実施す
る。

目標達成

・防犯週間への協力依頼時に、点
検個所例を示し、地域全体で取り
組める活動であることを周知した。

・防犯の日及び防週間において、
学校や町内会が危険箇所点検を
実施した。

250団体

・防犯週間への協力依頼時に、点検個所
例を示し、地域全体で取り組める活動であ
ることを周知する。

・防犯の日及び防週間において、町内会
が危険箇所点検を実施する。

3-3-3
安全マップの作製
支援

【事業主体】
◎市（学校教育
課、市民安全
課）、警察

・市内全ての小中学校で作製され
た安全マップを「安心安全な学校
づくり研修」で活用し改善点等を検
討する。

・学校ごとに、危険箇所やこども
110番の家など防犯上必要な情報
を網羅したマップ(安全マップ)の見
直しを行い、作製を通して、登下校
及び地域生活における安全につい
ての関心を高めるとともに、児童生
徒の危険回避能力の向上を目指
す。

・「安心安全な学校づくり研修」に
おいて、各学校の安全マップを持
ち寄り有効性を検討し、改善を図
る。また、各学校での安全マップ作
製ワークショップなどに指導者を派
遣し、作製・更新を支援する。

支援回数 1回 1回 1回 1回

・「安心安全な学校づくり研修」を開
催し、各学校の安全マップの有効
性の検討を踏まえ、内容の改善を
図る。

目標達成

・6月30日にオンライン会議システ
ムにより研修会を開催し、全小中
学校からの参加があった。

・新潟県警察上越警察署生活安全
課の講師より、犯罪者が好む場所
に視点をおき、各校の安全マップ
の確認や見直しを行った。

1回

・「安心安全な学校づくり研修」を開
催し、各学校の安全マップの有効
性の検討を踏まえ、内容の改善を
図る。

目標達成

・6月28日に研修会を実施し、安全
マップを事故が起きやすい場所、
危険が潜む場所の視点で見直しを
行い、各学校の安全マップの改善
を図った。

1回
・「安心安全な学校づくり研修」を開催し、
各学校の安全マップの有効性の検討を踏
まえ、内容の改善を図る。

3-3-4
こども110番の家
の活用

【事業主体】
◎警察、上越市防
犯協会、市（市民
安全課、学校教育
課）、町内会等

・児童及び生徒の安全を確保する
ため、緊急避難所として設置を行
う。

・児童及び生徒が助けを求めてき
た場合は、児童及び生徒自身の安
全を図りながら、警察、市など関係
機関に通報する。

・こども110番の家の選定にあたっ
ては配置に配慮する。

こども110
番の家が
適切に配
置されて
いる状態

こども110
番の家が
適切に配
置されて
いる状態

参考：約
1,670件

こども110
番の家が
適切に配
置されて
いる状態

こども110
番の家が
適切に配
置されて
いる状態

こども110
番の家が
適切に配
置されて
いる状態

こども110番の家の設置にあたって
は、地域の実状を勘案して、協力
世帯に依頼する。

目標達成
こども110番の家が適切に設置さ
れている。

こども110
番の家が
適切に配
置されて
いる状態

こども110番の家の設置にあたって
は、地域の実状を勘案して、協力
世帯に依頼する。

目標達成
こども110番の家が適切に設置さ
れている。

こども110
番の家が
適切に配
置されて
いる状態

こども110番の家の設置にあたっては、地
域の実状を勘案して、協力世帯に依頼す
る。

令和7年度

実施計画（案）
　　個別事業名 　　　　　　　　　事業内容

成果指標

令和6年度

実施計画 実績見込実績

令和5年度

　　　　　　　　　　　　　　実施計画
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「上越市みんなで防犯安全安心まちづくり推進計画」
令和5年度実績、令和6年度実績見込み、令和7年度実施計画（案）

3　環境づくり
3-4　相談業務の整備

前期の取組
（令和5年度～8年度）

指標単位
現状値

（R3年度）
前期目標
（R8年度）

最終目標
（R12年度）

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取
組」における具体的な取組内容

「成果指標」
及び「前期
の取組」の
達成状況

取組の評価
※目標達成の理由、未達成の要因

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取
組」における具体的な取組内容

「成果指標」
及び「前期
の取組」の
達成状況

取組の評価
※目標達成の理由、未達成の要因

成果指標
（目標）

「成果指標」の達成及び「前期の取組」に
おける具体的な取組内容

3-4-１
市民相談

【事業主体】
◎市（市民相談セ
ンター）

・市民からの相談、苦情、要望等に
適切に対応する。

【相談内容】
・一般相談
　市民相談員が来庁、電話による
相談に対応。
・弁護士相談
  第1週から第4週の金曜日、弁護
士による無料相談を実施。
・司法書士相談
  毎週1回、司法書士による無料相
談を実施。

・関係機関との連携を強化し、多様
な相談に応じて迅速かつ適切に案
内できる相談体制を維持継続す
る。

対応を適
切に実施

対応を適
切に実施

対応が適
切に行わ
れている
状態

対応が適
切に行わ
れている
状態

対応が適
切に行わ
れている

状態

・多様な相談に迅速に対応ができ
るよう情報収集に努めるとともに、
庁内関係課を始め関係機関等と
の連携体制を維持する。

目標達成

・多様な相談に迅速に対応ができる
よう情報収集に努めるとともに、庁
内関係課を始め関係機関等との連
携体制を維持した。

対応が適
切に行わ
れている

状態

・多様な相談に迅速に対応ができ
るよう情報収集に努めるとともに、
庁内関係課を始め関係機関等と
の連携体制を維持する。

目標達成

・多様な相談に迅速に対応ができる
よう情報収集に努めるとともに、庁
内関係課を始め関係機関等との連
携体制を維持した。

対応が適
切に行わ
れている

状態

・多様な相談に迅速に対応ができるよう情
報収集に努めるとともに、庁内関係課を始
め関係機関等との連携体制を維持する。

3-4-2
消費者相談

【事業主体】
◎市（消費生活セ
ンター）

・消費者の権利の尊重及びその自
立の支援を目的とする消費者基本
法及び消費者安全法の基本理念
の下、消費者からの相談に応じ、
また、苦情処理のためあっせんを
行う。

・出前講座や啓発、情報発信等を
通じて、消費者被害の未然防止に
努める。

・成年年齢引下げを受け、若者や
TI機器等の操作に不慣れな高齢
者を対象に出前講座を開催する。

・悪質商法をはじめとする消費者ト
ラブルによる被害を防止するた
め、関係機関と連携し、幅広い世
代に対し情報提供と出前講座を行
い、消費者教育を推進する。

消費生活
出前講座
を適切に
実施

580人

消費生活
出前講座
が適切に
行われて
いる状態

消費生活
出前講座
が適切に
行われて
いる状態

消費生活
出前講座
が適切に
行われて
いる状態

・高齢者や若年層と関わりのある
関係機関等に出前講座の案内を
行うなど、新たな講座開催先を開
拓する。

・出前講座の内容を充実し、消費
者被害の未然防止が図られる啓
発活動を実施する。

目標達成

・高齢者や若年層と関わりのある関
係機関等に出前講座の案内を行う
など、新たな講座開催先を開拓し
た。

・出前講座の内容を充実し、消費者
被害の未然防止が図られる啓発活
動を実施した。

消費生活
出前講座
が適切に
行われて
いる状態

・高齢者や若年層などと関わりの
ある関係機関等に出前講座の案
内を行うなど、新たな講座開催先
を開拓する。

・出前講座の内容を充実し、消費
者被害の未然防止が図られる啓
発活動を実施する。

目標達成

・高齢者や若年層などと関わりのあ
る関係機関等に出前講座の案内を
行うなど、新たな講座開催先を開拓
した。

・出前講座の内容を充実し、消費者
被害の未然防止が図られる啓発活
動を実施した。

消費生活
出前講座
が適切に
行われて
いる状態

・高齢者や若年層などと関わりのある関係
機関等に出前講座の案内を行うなど、新
たな講座開催先を開拓する。

・出前講座の内容を充実し、消費者被害
の未然防止が図られる啓発活動を実施す
る。

3-4-3
犯罪被害者支援

【事業主体】
◎市（市民安全
課）、被害者支援
連絡協議会

・犯罪等により被害を受けた方や、
その家族、遺族の権利利益の保護
を図るため、警察、関係機関・団体
等と連携し、相談に対応する。

・適切な犯罪被害者支援に努め
る。

支援が適
切に行わ
れている
状態

支援が適
切に行わ
れている
状態

参考：支援
件数0件

支援が適
切に行わ
れている
状態

支援が適
切に行わ
れている

状態

支援が適
切に行わ
れている

状態

・警察、関係機関・団体等と連携
し、相談に対応する。

目標達成

・被害者からの見舞金支給の申請
があり、重傷病見舞金1件を支給し
た。

・犯罪被害などの支援に関係する関
係課を集め、庁内情報共有会議を
実施し、相談・支援体制の強化を
図った。

支援が適
切に行わ
れている

状態

・警察、関係機関・団体等と連携
し、相談に対応する。

目標達成

・関係課等と連携し、相談者からの
相談・要望に対応した。※R6.9現在：
相談数1件

・犯罪被害などの支援に関係する関
係課を集め、庁内情報共有会議を
実施し、相談・支援体制の強化を
図った。

・犯罪被害者等支援施策の県内市
町村の取組について、調査研究を
行った。

支援が適
切に行わ
れている

状態

・警察、関係機関・団体等と連携し、相談
に対応する。

・犯罪被害者等への支援を適切に行える
よう、相談体制を整えるため庁内情報共
有会議を実施する。

3-4-4
女性相談

【事業主体】
◎市（多文化共生
課）

・庁内の関係課等、県の女性福祉
相談所や児童相談所、警察などの
関係機関等と連携し、配偶者等か
らの暴力などの相談に対し、相談
者が安心して生活を送ることがで
きる状態となるよう支援する。

・女性相談窓口の認知度を高める
ため、女性相談カードやリーフレッ
トの作成・配置を継続しつつ、情報
紙への掲載及び大型周知パネル
の掲出や講座の場を活用した周
知・啓発に努める。

・庁内の関係課等や県等の関係機
関との連携強化を図る。

配偶者等
から暴力
を受けたこ
とがある
女性の割
合

35.6% 30.0% 30.0%

※成果指
標は、5年
に一度実
施する市
民意識調
査を基に
設定して
いるため
次回調査
（令和8年）
まで評価
できない。

●ＤＶ防止の啓発及び女性相談窓
口の周知

・女性相談カードの設置（商業施
設、医療機関、市施設など）

・情報紙にＤＶ防止に関する記事を
掲載

・大型周知パネルの掲出（市民プ
ラザへの掲出を通じ、ＤＶへの気付
きを啓発する。）

・若年層向けに交際相手間の暴力
防止を訴える啓発（デートＤＶ啓発
ポケットリーフレットの作成及び配
布（市内中学校へ新3年生分を配
布するほか、高校等にも出前講座
等の機会に配布）

・11月の「女性に対する暴力をなく
す運動」と併せた啓発活動の実施
・市ホームページや情報紙などに
よる女性相談窓口の周知

●関係機関との連携
迅速かつ適切な情報共有を通じた
連携関係の維持

※成果指
標は、5年
に一度実
施する市
民意識調
査を基に
設定して
いるため
次回調査
（令和8年）
まで評価
できない。

●ＤＶ防止の啓発及び女性相談窓
口の周知

・女性相談カードの設置（商業施
設、医療機関、市施設など）

・情報紙にＤＶ防止に関する記事を
掲載

・大型周知パネルの掲出（市民プラ
ザへの掲出を通じ、ＤＶへの気付き
を啓発する。）

・若年層向けに交際相手間の暴力
防止を訴える啓発を行った。（デート
ＤＶ啓発ポケットリーフレットの作成
及び配布（市内中学校へ新3年生分
を配布するほか、出前講座等で配
布）

・11月の「女性に対する暴力をなくす
運動」と併せた啓発活動の実施と暴
力防止に関するセミナーを開催し
た。
・市ホームページや情報紙などに よ
る女性相談窓口の周知を行った。

●関係機関との連携
迅速かつ適切な情報共有を通じた
連携関係を維持した。

※成果指
標は、5年
に一度実
施する市
民意識調
査を基に
設定して
いるため
次回調査
（令和8年）
まで評価
できない。

●ＤＶ防止の啓発及び女性相談窓
口の周知

・女性相談カードの設置（商業施
設、医療機関、市施設など）

・情報紙にＤＶ防止に関する記事を
掲載

・大型周知パネルの掲出（市民プ
ラザへの掲出を通じ、ＤＶへの気付
きを啓発する。）

・若年層向けに交際相手間の暴力
防止を訴える啓発（デートＤＶ啓発
ポケットリーフレットの作成及び配
布（市内中学校へ新3年生分を配
布するほか、高校等にも出前講座
等の機会に配布）

・11月の「女性に対する暴力をなく
す運動」と併せた啓発活動の実施
・市ホームページや情報紙などに
よる女性相談窓口の周知

●関係機関との連携
迅速かつ適切な情報共有を通じた
連携関係の維持

※成果指
標は、5年
に一度実
施する市
民意識調
査を基に
設定して
いるため
次回調査
（令和8年）
まで評価
できない。

●ＤＶ防止の啓発及び女性相談窓
口の周知

・女性相談カードの設置（商業施
設、医療機関、市施設など）

・情報紙にＤＶ防止に関する記事を
掲載

・大型周知パネルの掲出（市民プラ
ザへの掲出を通じ、ＤＶへの気付き
を啓発する。）

・若年層向けに交際相手間の暴力
防止を訴える啓発（デートＤＶ啓発ポ
ケットリーフレットの作成及び配布
（市内中学校へ新3年生分を配布す
るほか、高校等にも出前講座等の
機会に配布）

・11月の「女性に対する暴力をなくす
運動」と併せた啓発活動の実施と暴
力防止に関するセミナーを開催し
た。
・市ホームページや情報紙などに よ
る女性相談窓口の周知を行った。

●関係機関との連携
迅速かつ適切な情報共有を通じた
連携関係を維持した。

※成果指
標は、5年
に一度実
施する市
民意識調
査を基に
設定して
いるため
次回調査
（令和8年）
まで評価
できない。

●ＤＶ防止の啓発及び女性相談窓口の周
知

・女性相談カードの設置（商業施設、医療
機関、市施設など）

・情報紙にＤＶ防止に関する記事を掲載

・大型周知パネルの掲出（市民プラザへの
掲出を通じ、ＤＶへの気付きを啓発する。）

・若年層向けに交際相手間の暴力防止を
訴える啓発（デートＤＶ啓発ポケットリーフ
レットの作成及び配布（市内中学校へ新3
年生分を配布するほか、高校等にも出前
講座等の機会に配布）

・11月の「女性に対する暴力をなくす運動」
と併せた啓発活動の実施

・市ホームページや情報紙などに よる女
性相談窓口の周知

●関係機関との連携
迅速かつ適切な情報共有を通じた連携関
係の維持

3-4-5
若者相談

【事業主体】
◎青少年健全育
成センター

・不登校やひきこもりなど困難を抱
える若者の自立支援のため、常設
の居場所となる「Fit」を運営し、支
援環境の充実を図る。

・不登校やひきこもりなど困難を抱
える若者の自立支援のため、常設
の居場所となる「Fit」を運営し、支
援環境の充実を図る。 適切な助

言・指導が
行われて
いる状態

適切な助
言・指導が
行われて
いる状態

参考：相談
件数305件

適切な助
言・指導が
行われて
いる状態

適切な助
言・指導が
行われて
いる状態

適切な助
言・指導が
行われて
いる状態

・相談者に寄り添いながら、時機を
逸することなく助言・指導を行う。

目標達成
・相談者に寄り添いながら、時機を
逸することなく助言・指導を行った。

適切な助
言・指導が
行われて
いる状態

・相談者に寄り添いながら、時機を
逸することなく助言・指導を行う。

目標達成

・相談者に寄り添いながら、時機を
逸することなく助言・指導を行った。
・相談回数407回、延べ相談人数
137人。（学校復帰1人、就労9人、就
労準備3人、利用休止3人、継続15
人）

適切な助
言・指導が
行われて
いる状態

・相談者に寄り添いながら、時機を逸する
ことなく助言・指導を行う。

令和7年度

実施計画（案）
　　個別事業名 　　　　　　　　　事業内容

成果指標

令和6年度

実施計画 実績見込実績

令和5年度

　　　　　　　　　　　　　　実施計画

※

成

果

指

標

は

、
4

年
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